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(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期
久留米市を中心とする筑後川中流域圏において、常駐教師乃
至職員の下組織的に対応する、貧困家庭の子ども達約200人/
年にとっての居場所・相談場所・将来の故郷がつくられてい
る。（対象地域）において、（○○の活動結果）により、
（対象グループ）が（ｘｘｘ）になる。

定量的指標：子ども達の相談回数。常駐教
師の訪問回数。卒業生の来訪回数。進学件
数。
定性的指標：子ども各々を総合的に把握
し、データベース化し、組織的に各々の子
どもの課題に対応できているか。

入れ替わりの大きい非常勤の教師・職員の
みで子ども達個々に対応しており、相談場
所にはなっておらず、また卒業生来訪時に
組織的対応ができない状態。事前調査後も
引き続き調査を行い、初期状態を把握す
る。

常駐の教師乃至職員が、個々の子どもを把
握し、非常勤で働く教師・職員に対し組織
的な指示を行って個々の子どもの状況に合
わせ指導できるようなる。また、卒業生の
来訪に組織的に対応できるようになる。

2023年3月：組織完成。
2024年3月：課題を把握
し、居場所・相談場
所・故郷の原型ができ
る。

福岡都市圏及びその周辺地域において、貧困のためフリース
クール等に通えず、学習機会を失っている子ども・若者に奨
学金を出すことで、これらの子ども達の社会化と学習向上が
期待できる。また、継続のためのファンドレイジングの仕組
みができる。

定量的指標：奨学金付与者の人数（初年度
50人、2年目25人、3年目25人、計100人に
5000円×12か月3年間保証で計60万円を付
与）、上級教育を受ける子ども若者の数。
定性的指標：貧困家庭の子ども若者もフ
リースクールに通えるという情報が地域の
家族や関係者に広がる。

全て私立であるフリースクールは、最低限
の月謝（約5000円）をとっているが、その
月謝も払えない子ども達が増えており、こ
れらの子どもに金銭的支援する仕組みがな
い状態。

2022年3月：50名が奨学金を受領しフリー
スクールに通学。23年3月：75名に増加。
24年3月：100名に増加。ファンドレイジ
ングの仕組みの完成によりこの状態が継続
する見通しとなる。

2024年3月：100名の受
給生と奨学金制度継続
の基礎確立。

福岡都市圏及びその周辺地域において、外国人や外国にルー
ツを持つ子ども・若者（FRCHYG）が慣れ親しむコミュニ
ティが増加する。FRCHYGが日本人と交流する回数が増加す
る。個別のFRCHYGが自分の居場所ふるさとを見つけ始めて
いる状態。

地域等コミュニティとの交流会及び実行団
体主催の交流会の回数

上記のような交流会他国際交流会は個別・
団体別・地域別に行われているが、日本社
会におけるFRCHYGの居場所・ふるさとづ
くりを目的に交流会を開催する試みは稀な
状態。

実行団体が主催する交流会が、福岡都市圏
及びその周辺地域において頻繁（最低月1
回）に行われている。また、個々の
FRCHYGにとってのふるさとづくりが始ま
り、このような試みが社会に認知され始め
た状態（報道で取り上げられるなど）。

2022年3月まで：6交流
会開催。23年3月まで：
18（6+12）交流会開
催。24年3月まで：30
（6+12+12）交流会開
催。個別マッチングの
例最低3ケース

福岡都市圏及びその周辺地域において、障がい等をもつ人々
の社会的孤立解消を目的に活動する実行団体が自立存続発展
できるようになる。地域の教育界や校区コミュニティ等の
人々に広報媒体が知られ、読まれるようになる。

定量的指標：読者数。協力者。主宰講演会
等への参加人数
定性的指標：マスコミや関係団体に取り上
げられ、社会的認知度が高まる

障がい者の問題は当事者と支援者だけの問
題とされる風潮がある中、現在は、広報媒
体をもつ支援団体は多数あるが、広報媒体
の認知度が低くかつ読まれていない。ま
た、協力者は多いが、一方で、分野の拡が
りが小さい。

広報媒体の読者数を発行部数と同じにす
る。動画等の場合は再生回数を1万回とす
る。協力者の数を現在の5倍にする。この
目標達成努力を通じて当事者と支援者だけ
でなく、障がい者の問題を社会一般に自分
の問題であるとの認識が広まるモデルの1
つを提示する。

2024年3月までに上記目
標を達成する。

福岡都市圏周辺地域において、若者の過疎地定着のための宿
舎兼学び舎の建設及び学校に合わない子ども達の自然学習の
ための公園が整備される。定着予定若者を指導し、自然学習
プログラムの主宰を行う事務局長の雇用と定着する。この結
果、社会的に孤立した子ども若者の居場所・相談場所・故郷
が過疎地に生まれるモデルができる。

定量的指標：宿舎兼学び舎の改築・増設の
状況。公園の整備の進捗状況と使用頻度。
農業指導計画及び自然学習カリキュラム策
定とこれらの実施状況。
定性的指標：過疎地域の住人たちの受け入
れ度合い。

2017年九州北部豪雨災害の被災地は、避難
後地域に戻らない住民が多く、元々の過疎
化と高齢化が急激に進み、10年後には地域
社会を維持できなくなっている。他方で社
会的に孤立した子ども若者が福岡都市圏及
びその周辺地域で増大している。

上記のような高齢化した過疎地に、社会的
に孤立した若者が農業と自然学習塾の補助
に携わり、定着する。また、若者育成兼自
然学習塾が経営的に成り立つ目途が立つ。

2024年3月：若者定着数
10名。自然学習塾参加
者：50名/回。若者育成
兼自然学習塾が経営的
に自立する。





(6)短期アウトカム
(組織基盤強化・環境整備支援(非資金的支援))

指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期

福岡都市圏及びその周辺地域において、実行団体は、常駐教
師乃至職員により組織的指導ができるようになり、貧困家庭
の子ども達の居場所・相談場所・故郷の機能を併せ持つよう
になっている。実行団体に通う子ども達が孤立せず、相談し
ながら成長していくモデルとなり、地域全体に広がる。

定量的指標：子ども達の相談回数。常駐教
師の訪問回数。卒業生の来訪回数。進学件
数。支援者数。
定性的指標：子ども各々を総合的に把握
し、データベース化し、組織的に各々の子
どもの課題に対応できているか。

ファンドレイジングが受け入
れられるような社会的認知の度合い。

入れ替わりの大きい非常勤の教師・職員の
みで子ども達個々に対応しており、相談場
所にはなっておらず、また卒業生来訪時に
組織的対応ができない状態。事前調査後も
引き続き調査を行い初期状態を把握する。

常駐の教師乃至職員が、個々の子どもを把
握し、非常勤で働く教師・職員に対し組織
的な指示を行って個々の子どもの状況に合
わせ指導できるようなる。また、卒業生の
来訪に組織的に対応できるようになる。
ファンドレイジング手法が実行団体に定着
し、新組織で経済的にも自立できる。

2022年3月：相談室の設
置・機能。2023年3月：
常駐教師乃至職員の下
動く組織の完成。2024
年3月：居場所・相談場
所・故郷機能を持つ場
所のモデルとして知ら
れ始める。経営的に自
立化達成。

福岡都市圏及びその周辺地域において、フリースクール及び
その関係者が連携し、奨学金制度をつくり、運用できるよう
になる。ファンドレイジングが成功するためのバックアップ
グループができている。

定量的指標：奨学金制度の創設と運用する
事務局設置。ファンドレイジングの仕組み
の考案とバックアップグループの組織化。
定性的指標：当該奨学金制度の社会的認知
度。持続のための協力者の数。

フリースクールが加盟する緩い連合やフ
リースクールを支援する団体などが存在し
ている。また、貧困家庭の子ども達への奨
学金の必要性が上記関係者間で議論されて
いる段階。

フリースクールに通う必要のある貧困家庭
の子ども達のための奨学金制度が創られ運
用されている。基金補充のためのファンド
レイジングの仕組みができている。

2021年9月：奨学金制度
設立。22年3月ファンド
レイジングの仕組み
（FRD）設立。24年3月
基金への資金補充が
FRDにより健全になさ
れるようになる。

福岡都市圏及びその周辺地域において、実行団体が年間12回
の交流会を行い、子ども若者個々の居場所・ふるさとづくり
のためファンドレイジングを含めた体制が構築され、活動が
開始される。後者の成功例が生まれる。また、報道ネットを
通じ社会認知度が高まる。

定量的指標：交流を望むコミュニティ等が
増加。年12回の交流会の相手コミュニティ
数。また、個別マッチングの例。
定性的指標：社会的認知度。協力者の数。

現在は、国内で国際交流を行う例は多い
が、交流会を通じてFRCHYGをコミュニ
ティと結び付けようという試みは少ない。
また、持続的総合的に交流事業を行う民間
団体は、事業継続のためのファンドレイジ
ングが必要。

毎月1回は実行団体による交流会が行わ
れ、ファンドレイジングの為の収益事業が
確立し、資金支援なしでも事業を継続でき
る。報道を通じて社会に認知されている。

2024年3月：交流会実績
30回。個別マッチング
例3、収益事業が確立し
事業が継続できる状
態。

福岡都市圏及びその周辺地域で、講演会・ワークショップ等
の収益事業を行い、これらの活動を通じ、読者と協力者を増
やすとともに、障がい者支援の社会的認知度を高める。

定量的指標：収益事業による収益額。読者
数。協力者数。
定性的指標：社会的認知度。

現在は、広報媒体が配布されるもほとんど
が店頭その他に放置されている状態。協力
者により、広報媒体が資金的に支えられて
いるが、協力者数が頭打ちの状態。

収益事業を行う仕組みができ、機能してい
る状態。読者数が発行部数に近づき、協力
者数が現在の5倍になり、社会的認知度が
高まる。

2024年3月：読者数と発
行部数が一致。協力者
数5倍。収益事業と協力
者により、経営的に自
立。
















